
講演内容：

開催場所：

訳書：

講師紹介：

主な（編）著書：

2025年

11月30日（日）

開場：12：30

無料！13：00～16：45

研究会の概要（講演は英語ですが，講演資料は和訳版を準備します）

①「治安判事の熟練技能と法規範
(Craft skills and legal rules)」

②「28年後における編著『Law in Action』の意義」

司会：北村隆憲（東海大学客員教授『Law in Action』監訳者）

日本教育会館 第3会議室 （半蔵門線 神保町駅 下車徒歩３分）

101-0003東京都千代田区一ツ橋2－6－2

https://www.jec.or.jp/access.html 

M.トラバース＆J.マンゾー（編）北村監訳，岡田・小宮・池谷訳

『法のエスノメソドロジー:「生ける秩序」の法社会学』(新曜社，2025）

英国出身,英国事務弁護士,社会学者．

現在タスマニア大学（オーストラリア）社会科学学部准教授

法社会学、犯罪社会学、質的研究の各領域でエスノメソドロジーの観点

から多くの（編）著書がある。

10月１日から11月22日日曜日23 59分までに、

リンク、またはQRコードでお申し込みください

https://x.gd/tVC2S
オープンな研究会となりますので、関心のある方のご参加をお待ちしています。

ただし、会場管理等の都合がありますので、ご参加予定の方は

参加申請を予め行ってください。参加は対面のみとなります。

下記URLの「11月30日研究会（講演会）資料庫」には、講演資料を掲載予定ですが、

方式が変更になる可能性があります。その場合、申込者には、電子メールで連絡します。

https://drive.google.com/drive/folders/1EV6Yrc7BfDBQgDGRroJmIMjgzhi2052m?usp=sharing

資料庫へのアクセスは

こちらから→

「法実践のフィールドワーク」研究会
法・質的研究・エスノメソドロジー
～マックス・トラヴァース博士 講演会～

共催：「裁判のIT化科研」（代表：樫田美雄）

参加方法：

2021 Legal Rules In Practice: In the Midst of Law's Life, Routledge, London.
2020 Rethinking Bail: Court Reform or Business as Usual? Palgrave, London.
2013 Law and Social Theory. 2nd Edition, Oxford.
2009 Understanding Law and Society. Routledge, London.
2005 Theory and Method in Socio-Legal Research, Oxford
1997 Law in Action: Ethnomethodological and Conversation Analytic Approaches to Law Ashgate.等多数

コメンテーター： 岡沢亮（静岡大学）

右手にございます、QRコードから、
『法のエスノメソドロジー「生ける秩序」の法社会学』の本の一部を読むことができます。→

https://drive.google.com/drive/folders/1EV6Yrc7BfDBQgDGRroJmIMjgzhi2052m?usp=sharing
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